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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

面積 227.41 ㎡

人口 10,451 人

公立中学校数 1 校

公立中学校生徒数 204 人

部活動数 8 部活

市区町村の協
議会・検討会議
等の設置状況

有

市区町村の推進
計画・ガイドライン
等の策定状況

有

近年、学校部活動を取り巻く環境が厳しさを
増しており、生徒の減少に伴う部活動数の減少、
学校の縮小化に伴う教員の負担増加、さらに教
員の人事異動により、生徒にとって望ましい指導
を継続して受けられないといった多くの課題がある。
当町の中学校においても、同様の状況であり、
休日活動している運動部については、９部活動
であるが、少子化に伴い、中学校単独の活動が
困難な状況にある。
今後は、少子化の進展の中にあっても、子ども
たちが将来にわたって継続的にスポーツ・文化芸

術活動に親しむ環境を確保するため、学校で行
われてきた部活動を、学校を含めた地域全体で
支え、生徒の豊かな活動機会を保障できる環
境を構築する必要がある。

令和５年度 令和６年度 令和７年度
（予定）

令和８年度
（予定）

令和９年度
（予定）

令和10年度
（予定）

令和11年度
（予定）

１年生 ５１ ７２ ６１ ６６ ５８ ６１ ４９

２年生 ８０ ５１ ７２ ６１ ６６ ５８ ６１

３年生 ６９ ８１ ５１ ７２ ６１ ６６ ５８

全生徒数 ２００ ２０４ １８３ １９９ １８５ １８５ １６８

生徒数の変化
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担
◉教育委員会
・検討委員会の事務局
・開催・指導者研修会の企画
・運営・報告・クラブとのとの連絡調整
・県教育委員会との連絡調整 等

◉首長部局
・行政財源の確保、PR等

  
 

朝日町型部活動コミュニティクラブ 
         （地域と連携した部活動の運営） 
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「希望加入制」、学校部活動と一体的に活動、 

（会費と保険料が別途必要） 連 

携 
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コーディネーターを配置 

（連絡調整・安全管理等） 

 「希望加入制」とするが、その意義を踏まえ加入を推奨 
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

②各クラブに関すること

クラブ名 運営団
体種別 種目 実施回数 実施時

間帯
参加者
（学年別）

実施期
間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数

（他クラブと兼務） 会費 大会参加方
法

朝日卓球ク
ラブ

任意団
体 卓球

月 ４ 回程度
／
週 １ 回（休
日）

平日2時
間、休日
３時間
程度

1年 2名
2年 2名
3年 8名

令和6
年4月1
日～令
和7年2
月27日

朝日町文
化体育セ
ンター卓
球室

２ 人
2人
（内、兼務2
人）

月会費 、年
賀会費なし

大会その他の
活動：部活
動として参加

朝日柔道ク
ラブ

任意団
体 柔道

月 8 回程度／
週 １ 回（休
日）

平日2時
間、休日
３時間
程度

1年 10名
2年 1名
3年 9名

令和6
年4月1
日～令
和7年2
月27日

朝日町文
化体育セ
ンター武
道館

２ 人
2人
（内、兼務2
人）

月会費 、年
賀会費なし

大会その他の
活動：部活
動として参加

朝日陸協
ジュニアクラ
ブ

任意団
体 陸上

月 8４回程度
／
週 １ 回（休
日）

平日2時
間、休日
３時間
程度

1年 1名
2年 2名
3年 11名

令和6
年4月1
日～令
和7年2
月27日

朝日町文
化体育セ
ンターグラ
ウンド、朝
日まちな
か体育

２ 人
2人
（内、兼務2
人）

月会費 、年
賀会費なし

大会その他の
活動：部活
動として参加

中学校数 １校 実施した地域クラブ総数 １クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） ９クラブ（８部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） ０クラブ

全体の指導者数 15人 全体の運営スタッフ数 2人
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

③その他、体験会やイベント等の開催実績
●これまでの部活動の一部の活動を地域クラブ活動と実施していることから、中学校の部活動の加入紹介と併せて、中学生の新入生と保護者に対し、地域クラブ
活動の概要紹介を行って、活動の加入へ導いている。

クラブ名
運営
団体
種別

種目 実施回数 実施時
間帯

参加者
（学年別） 実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数

（他クラブと兼務） 会費 大会参加方
法

朝日バスケッ
トボールクラ
ブ（男子）

任意
団体

バスケットボー
ル

月 4回程度／
週 １ 回（休
日）

平日2時
間、休日
３時間
程度

1年 8名
2年 3名
3年 1名

令和6年4月
1日～令和7
年2月27日

朝日町文
化体育セン
ター第２体
育室

２ 人
2人
（内、兼務2
人）

月会費 、年
賀会費なし

大会その他の
活動：部活
動として参加

朝日バスケッ
トボールクラ
ブ（女子）

任意
団体

バスケットボー
ル

月 8回程度／
週 １ 回（休
日）

平日2時
間、休日
３時間
程度

1年 6名
2年 1名
3年 5名

令和6年4月
1日～令和7
年2月27日

朝日町文
化体育セン
ター第２体
育室

２ 人
2人
（内、兼務2
人）

月会費 、年
賀会費なし

大会その他の
活動：部活
動として参加

朝日剣道
クラブ

任意
団体 剣道

月 4回程度／
週 １ 回（休
日）

平日2時
間、休日
３時間
程度

1年 3名
2年 3名
3年 2名

令和6年4月
1日～令和7
年2月27日

朝日町文
化体育セン
ター武道館

２ 人
2人
（内、兼務2
人）

月会費 、年
賀会費なし

大会その他の
活動：部活
動として参加

ソフトテニス
クラブ

任意
団体 ソフトテニス

月 8回程度／
週 １ 回（休
日）

平日2時
間、休日
３時間
程度

1年 2名
2年 4名
3年 6名

令和6年4月
1日～令和7
年2月27日

朝日町文
化体育セン
ターテニス
コート他

２ 人
2人
（内、兼務2
人）

月会費 、年
賀会費なし

大会その他の
活動：部活
動として参加

朝日ジュニア
バレーボール
クラブ

任意
団体 バレーボール

月 8４回程度
／
週 １ 回（休
日）

平日2時
間、休日
３時間
程度

1年 ４名
2年 10名
3年 6名

令和6年4月
1日～令和7
年2月27日

朝日町文
化体育セン
ター第２体
育室

２ 人
2人
（内、兼務2
人）

月会費 、年
賀会費なし

大会その他の
活動：部活
動として参加

野球クラブ 任意
団体 野球

月 8回程度／
週 １ 回（休
日）

平日2時
間、休日
３時間
程度

1年 1名
2年 5名
3年 0名

令和6年4月
1日～令和7
年2月27日

朝日町文
化体育セン
ターグラウン
ド、屋外グ
ラウンド

１ 人
2人
（内、兼務2
人）

月会費 、年
賀会費なし

大会その他の
活動：部活
動として参加
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実
施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

卓球、柔道、剣道、陸上、バスケットボー
ル、バレーボール、ソフトテニス、野球

運営団体名 朝日町型部活動コミュニティクラブ実行委
員会

期間と日数
令和６年４月１日

～令和７年２月27日
月４回程度

指導者の主な属性 部活動指導員、スポーツエキスパート、
指導者資格保持者

活動場所 朝日町文化体育センター各施設等

主な移動手段 徒歩、自転車等

１人あたりの参加会費
等（年額） 全クラブ：０円

１人あたりの保険料
スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年
指導者１人あたり：1,850円/年又
1,200円/年

●朝日町型部活動コミュニティクラブ 活動概要 ●指導者や運営スタッフなど
の役割分担等

●指導者 15名
役割：地域クラブ活動内での

生徒指導、活動内の
生徒の安全管理を行う。

●運営スタッフ（コーディネーター）
役割：地域クラブの関係者との

情報共有を行う。
また、活動の運営にかか
る事務手続きを行う。

●その他（学校、行政）
役割：活動上、必要な情報

提供、共有を行う。
生徒加入の周知を行う。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

コーディネーターの具体的な動きの実績

・安全管理体制として、緊急連
絡体制を徹底する。
・指導者、学校間と運営団体・
実施主体間における効率的な
連携方策を構築する。

コーディネーターの配置により、活動における小さな課題の把握や、学校の日程等、施設の利用可能状況を各関
係者から取得し、指導者への共有をはかることができ、運営上の小さな課題の解決を図ることができた。
・活動時間と帰宅用スクールバスの運行時間の変更
・施設利用状況を施設管理者から取得し、指導者へ共有
・活動上におきた施設の損壊、けがへの対応の保険対応の連絡

・活動時間と帰宅用スクールバスの運行時間の変更
・施設利用状況を施設管理者から取得し、指導者へ共有
・活動上におきた施設の損壊、けがへの対応の保険対応の連絡

◆少子化に伴う生徒減少に伴い、中学校の部活動、及び一体的に活動
している地域クラブ活動の実施について、団体競技について、運営実施が
困難となっているケースがある。生徒のみならず、指導者についても今後の
運営について、検討する必要があり地域移行に関わる組織関係者と情報
共有を密にしながら、今後の持続可能なあり方についても検討を行う必要
がある。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保

指導者研修の内容

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

今後の課題と対応方針

受講者の声

指導者研修の参加実績

【AED研修】
・対象：朝日町型部活動コミュニティクラブ活動指導者
・目的：地域クラブ活動内での生徒の安全と確保することを目的とし、

管理する指導者に対する救急救命対応のスキルを身に着ける
もの

・開催日： 令和７年２月 ８日（毎年１回程度）
・開催回数： １回（年１回程度）
・参加人数： １０ 人
指導者を対象に、朝日消防署の救急救命研修の受講し、救急救命
対応のスキルを身に着け、生徒の安全を確保する。

〇最寄で研修を受講できることは、非常に良い。
〇その他の研修（コンプライアンス研修等）も、最寄りで受講できると
ありがたい。

救急救命以外の研修の実施（コンプライアンス研修を含め）について、
指導者の質の確保を図れるよう、充実に努める。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

取組の成果

○指導者の派遣・連携のあり方について、指導者と打合せを行った。少子化に伴い、団体競技種目のクラブ活動も困難な傾向となってい
る。全体的に生徒数とクラブ数のバランス、また多様なスポーツ活動の確保のため、広域的な運用も検討していく必要もあると認識した。

〇今後のあり方について、全体的に共有が図られれたことから、部
活動から地域展開を図る地域クラブの新たなあり方（R8～）に
ついて、R７年度中に、協議検討を行う予定

○指導者の派遣などスポーツ関係者と連携を図れるような調整を行った。

会議開催

・開催回数
運営団体調整会議 ４回
運営団体実行委員会 ３回
・開催参加者
指導者、運営団体実行委員会

・会議内容
今後のクラブ運営のあり方等
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

取組の成果

○今後の持続可能な運営を行っていくために、受益者負担等を求めていく必
要があり、金額等については、国の方針等に基づきながら進めていく必要があ
ることを、指導者調整会議、実行委員会等、学校運営協議会で説明を行っ
た。

持続可能な運営のため、受益者負担等を求めながら、だれもが参加できる環境整備が必要なことから、困窮世帯等の負担の支援も併せ
て検討していく必要もあると認識した。

〇今後のあり方について、全体的に共有が図られれたことから、部
活動から地域展開を図る地域クラブの新たなあり方（R8～）に
ついて、R７年度中に、協議検討を行う予定

会議開催

・開催回数
運営団体調整会議 ４回
運営団体実行委員会 ３回
保護者会 １回
・会議内容
今後のクラブ運営のあり方等
受益者負担、受益者負担等の支援等
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 キ：学校施設の活用等

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

取組の成果

○現在、隣接する体育施設で活動を行っている。隣接する施設での活動となるが、備品、設備を学校内で保管することがあるため、今後
の施設利用について、効率的かつ利便性を図る必要があり、検討を行った。

学校施設内の外部者の進入を妨げる仕様として、柵の設置、既存セキュリティシステムの活用、キーボックスの設置等により、学校管理外
で利用が可能となることを確認した。

○学校の施設内の改修により、学校管理外での利用が可能であることを確認したことにより、今後改修を進め、クラブ活動で利用しやすい
環境を整備する。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ク：その他の取組

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

取組の成果

○学校と連携して進めていくため、運営組織内での調整会議、実行委員会会
議、学校との運営協議会議、PTA関係会議、保護者説明会内で町の取組及
び今後の見通し等の説明を実施。

持続可能な運営を行うためには、学校との連例が不可欠であると改めて認識した。学校の行事等、クラブ運営との連携のため、日頃から
の情報共有が必要であり、共有することから、運営上の気付きにつながるこから、今後も継続して、連携を図る必要がある。

会議開催

・開催回数
学校運営協議会 ２回
・会議内容
今後のクラブ運営のあり方等
学校、クラブとの連携のあり方等

〇今後も、クラブと学校の連携を密にし、運営の実施を行っていく予定。
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

●今後に向けて

・朝日町では、生徒の部活動の多様な関わり方を目指し、
部活動ガイドラインの遵守や地域資源（人材、施設）を
活用し、地域全体での生徒の成長を育む部活動の地域
連携を進めており、関係者、行政、学校が連携して組織
する朝日町型部活動コミュニティクラブを組織し、運営を
行ってきたところであり、R3年度から4年目を迎え、毎年、
課題に対する改善を行いながら、進めてきた。また同時に、
少子化も進み、学校だけでの活動が困難になってきている
現状があり、町としては、改めて、地域クラブのあり方につい
て、今後の見通しをもって進め、中学生部活動の活動にと
どまらず、町全体で子どもたちのスポーツ活動の場の確
保を進めていく必要があると認識した。今後については、
これらの状況を踏まえ、R8（予定）からの町全体での
包括的なスポーツ環境を確保すべく検討を進めていくこと
を指導者、学校、行政、関係者と共有し、今後の地域ク
ラブのあり方について進めていくことを確認した。

◆コーディネーターの配置により、活動における小さな課題の把握や、学校の日程等、施
設の利用可能状況を各関係者から取得し、指導者への共有をはかることができ、運営上
の小さな課題の解決を図ることができた。
・活動時間と帰宅用スクールバスの時間運行時間の変更
・施設利用状況を施設管理者から取得し、指導者へ共有
・活動上におきた施設の損壊、けがへの対応の保険対応の連絡

◆状況共有の媒体として、LINEやTeamsを活用し、情報共有をすることができた。
業務従事以外での対応をどのように行うのか、緊急時のコーディネーターと教育委員会、
学校関係者の相互関係についてのルール化の整備を行うなど、生徒の安全面の強化が必
要である。

◆R3年度から実施し、継続することで、関係者との連携にかかる情報共有、組織運営の
事務的なことについては、構築できた。
さらに、中学校の部活動の現状を相互に共有することで、今後の在り方について協議・検
討など、連携が強化された。

◆少子化に伴う生徒減少に伴い、中学校の部活動及び一体的に活動している地域クラブ活動について、運営実施が困難となっているケースがある。
生徒のみならず、指導者についても今後の運営について検討する必要があり、地域移行に関わる組織関係者と情報共有を密にしながら、今後の持続
可能なあり方についても検討を行う必要がある。
◆中学校の部活動と地域コミュニティクラブを一体的に実施してきており、平日の活動については、中学校の放課後が主な活動時間となっている。今
後、持続可能な活動を検討する際に、活動時間の再検討が必要となってくる。また、学校管理外の活動場所等への移動の手段の要否について、検
討が必要である。
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アンケート結果・参加者の声

2.実証内容と成果②

●アンケート結果 R3実施アンケート
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2.実証内容と成果③

参考資料

チラシ

広報資料

○ 現在、部活動と一体的に実施している地域クラブ活動について、周知
するため、新入生説明会、また年度初めの加入手続きについて、在校生
に下記チラシを配布し、周知している。

○過去に、地域クラブ活動について、町の広報に掲載をしている。

【生徒への参加啓発チラシ】
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2.実証内容と成果③

参考資料

【広報掲載】

広報資料

○過去に、地域クラブ活動について、町の広報に掲載をしている。

出典:朝日町広報
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【柔道クラブの活動の様子】

【剣道クラブの活動の様子】 【【卓球クラブの活動の様子】】

写真
※何の様子かわかるように
キャプションを挿入すること

【男子バスケットボールクラブの活動の様子】
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地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

令和２年7月

検討委員会設
置、検討開始

生徒、保護者へ
の説明

令和２年11月～令和３年３月 令和３年4月

受け皿団体や
指導者の選定、
関係団体へ協
力依頼

指導者、学校
現場との調整

地域クラブ活動
の開始

コーディネーター
配置

令和５年4月

●ステークホルダー
学校、スポーツ協会、各競技協会（指導者）、町教委

●経過
令和2年度より検討委員会を設置し、学校、関係団体へ、部活動の一部の地域移行について了承を得た上で、地域クラブ活動の運営にかかる細部調

整（活動指針（運営マニュアル、指導指針を含）の策定）を行い、開始前に、学校生徒保護者へ説明会を開催し、事業実施に対する理解を深めた上
で、令和３年度4月から開始した。また、令和５年度からコーディネーターを配置し、運営の円滑化に努めている。
●実施内容
町内の中学校１校の８競技、９クラブ活動について、平日、月4～８回程度、休日月４回程度の地域クラブ活動を実施した。

●実施にあたって生じた課題
◆少子化に伴う生徒減少に伴い、中学校の部活動、及び一体的に活動している地域クラブ活動の実施について、団体競技について、運営実施が困難と
なっているケースがある。生徒の選択を妨げることなく、地域クラブ活動を通して、体力、技術向上、社会性などが育成される場となるよう、生徒のみならず、指
導者、地域移行に関わる組織関係者と情報共有を密にしながら、具体的方針について、R７年中に確定予定とし、今後の運営及び今後の持続可能なあり
方についても検討を行っていく。
◆中学校の部活動と地域コミュニティクラブを一体的に実施してきており、平日の活動については、中学校の放課後が主な活動時間となっている。今後、持
続可能な活動を検討する際に、活動時間の再検討や学校管理外の活動の場所等への移動の手段の要否について、具体的方針について、R７年中に確定
検討を行っていく。
●今後の展開
令和８年度から、新たな地域クラブの運営として、従来の部活動の一部の地域クラブとしての活動から、地域クラブを主な活動として、地域と一体となり、子

どもたちのスポーツ活動の場の確保を行う地域展開を行う予定であり、併せて、クラブ活動費の一部について、会費負担を求める予定としており、今後、保護者
等関係者へ、理解を得るため、説明等を行っていく予定としている。
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性


	朝日町



